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▪ Inventor
▪ 解析を実施し設計の妥当性確認

▪ 設計済CADデータ(Solidworksデータ)を用いた形状の簡略化のコツ

▪ RFA/IFC/adsk出力（データ容量の違いや使いどころ）

▪ 属性情報付与

▪ 属性情報がたくさんあっても安心
エクセルの属性情報一覧をiLogic(プログラム)を用いて読み込み

▪ Revit
▪ 上記設計済CADデータ(Solidworksデータ)を用いて

可変パラメトリック設計、組付有無設定

▪ 他社との違い

▪ Inventor2022新機能
▪ Revitプロジェクト(RVT)出力

実践編



▪ 解析に必要な項目
▪ ①材料設定

▪ ②荷重＆固定の設定（拘束）

▪ ③メッシュ生成（解析できる形状に置き換え）

▪ ④解析実行

設計の妥当性確認 水門モデル

固定箇所

荷重

メッシュ





▪ 下記条件では水圧は水深の関数となり、水深が深くなるほど圧力も高くなります。
Inventor Nastran※では水深に応じた水圧を負荷できる機能があり、この機能の
ことをここでは「静水圧」といいます。

静水圧考慮

※ は、

に

同梱されている有限要素解析FEA CAD統合ツールです



静水圧考慮

水深を示す点
（スケッチ）

深さ方向を示す線
（スケッチ）





均等荷重 静水圧 静水圧（下部固定）
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Inventor Nastranの解析機能



Inventor Nastranの解析機能



Inventor Nastran に関する
オンデマンドセミナー



ファミリー作成における作業範囲

⑧メンテナンススペース

①機械/機器の形状
（3Dモデルの簡略化/軽量化）

③電源/接続口の配置

②属性情報/パラメータ
(数値＆文字情報)

⑦共有パラメータ（集計できるもの）

⑥形状変更可能なパラメータ

④ホスト＝取りつく(壁に窓が取りつくなど)

③電源/接続口の配置

②属性情報/パラメータ

①機械/機器の形状(単純形状)

電源/接続口の配置

メンテナンススペース

赤色破線：Inventorでしかできない事

青色破線：Revitでしかできない事

⑤テンプレート選択

簡略化のコツ/ダイレクト編集

表示有無設定
iLogicによるExcelデータの利用



他メーカの
設計済み 製造系3Dデータからも
BIM/CIMコンテンツ作成

Inventorで
出力

形状
簡略化

設計済
他社製造系
3Dデータ

SolidWorks,
CATIAV4/V5, 
Pro/E,Creo,
Solid Edge, 

NX, Parasolid, 
STEP, JT

Revit固有の設定

<属性情報>
• とりつく＝ホスト
• パラメトリック(可変)
• 共有パラメータ
• モデル表示有無
• （電源/接続口設定）
• テンプレート選択
• メンテナンススペース

Inventorで形状の簡略化
他CADデータを読み込み形状簡略化しRFA/IFC出力

読み込み RFA/IFC

属性情報
電源/接続口の配置

読み込み



▪ 簡略化コマンドの場所
▪ アセンブリタブ/簡略化パネル/簡略化

▪ 環境タブ/BIMコンテンツ/簡略化

Inventorによる形状の
簡略化(シュリンクラップ)



形状の簡略化/ダイレクト編集

強力な形状簡略化機能でデータ軽量化

形状簡略化

形状の簡略化(シュリンクラップ)：
複数のパーツを簡略化された1ファイルに置き換え



▪ 簡略化を行うには「アセンブリファイル」である必要があります
▪ アセンブリファイル(.iam .sldasmなど)は、複数の部品ファイル(.ipt .sldprt

など)の集まり

▪ 部品ファイルしかない場合、アセンブリファイルに部品ファイルを配置(アセ
ンブリにインポート)する事で簡略化(シュリンクラップ)を実行する事が可能
になります。

▪ 対象となるファイルが、パーツが1つしか無い場合
▪ Inventorで新規アセンブリ(.iam)を作成

▪ 対象となる部品ファイル(ipt .sldprtなど)をアセンブリに読み込み配置

▪ 簡略化(シュリンクラップ)を実行

簡略化(シュリンクラップ)を行う際の注意点



インポート＆簡略化
※簡略化機能を有効にするにはアセンブリファイルで読み込む必要があります



基準平面の取り方：コツ
～形状と平面をロックした後に動かして動きを確認みてみる～



▪ 「ダイレクト」編集
▪ 「簡略化」コマンドで消しきれなかった形状を更に簡略化したい時

▪ 3Dモデル/修正パネル/ダイレクト

Inventorのダイレクト編集による形状の簡略化



長さに制約を持たせる＆配電盤の有無設定

表示有無のコツ
• 不要な形状は極力削除して簡略化を行う

• 表示・非表示したいモデルを分けて出力

• 同じ原点にしておくとRevitでの位置合わせが楽

• InventorでUCSでZの向き設定 Chiller本体

同じ原点

配電盤



▪ モデルを展開後、モデル色がグレーになる
▪ Revitで展開後「マテリアルブラウザ」で割り当て直す

マテリアル(色)



ダイレクト編集＆モデルを分けて出力



長さに制約を持たせる＆配電盤の有無設定
Revitで設定を行います

• ファミリタイプの名前を変更
• Inventorから出力されたものは、デフォルトのまま出力する

と「規定」となっているので適宜変更

• モデル展開し参照面を設定し寸法設定を行う
• ここでは「長さ」と「高さ」を設定

• ここではIFを使って長さに制約をあたえてます

• 長さの入力値は「L1」に入力する

• 最小値を4000とし、それ以下の数値が入力されても4000とする

• =if(L1 < 最小値, 最小値, L1)

• 別モデルの配電盤を取り込み配置
• 配電盤を選択してプロパティ「表示」の横のマークをクリック

して「配電盤有無」という名前のファミリパラメータを作成

• 作成したファミリをプロジェクトに読み込み確認
• 動作確認はプロジェクトで実施

• ファミリではチェックを外してもON/OFFが切り替わらない







エクセルの属性情報一覧を読み込む
※InventorのiLogicを用いてエクセルファイルの内容を読み込む方法



パラメータタイプ
• Inventorから出力されたパラメータは

「ファミリパラメータ」に設定されています
※属性情報を「共有パラメータ」で設定した場合は
Revitで設定する必要があります。

• ※「専門分野」がグレーアウトして「一般」から変
更出来ない

• 例：
Inventorで「吐出量」というパラメータを作成して
もただの文字列だけなので、同じ文字列として検索
してくれません。 Revitで共有パラメータ設定を行
いGUIDを正しくする必要があります。



共有パラメータ
• ※属性情報を「共有パラメータ」で設定した場合は

Revitで設定する必要があります。

• 選択でRUGなどで公開されている共有パラメー
タを選択して、その中から「製品質量」を選ぶこ
とでGUIDが付与されたパラメータになるので集
計可能となる。
http://bim-design.com/rug/library/

• 詳しくは「建築用設備BIMセミナー」参照

• https://www.youtube.com/watch?v=S-
U8d4IPp7c&list=PLdMYeRRM4zCOfLK5EdBek
IJblBYkENFqe&index=2

• https://www.youtube.com/watch?v=Z_vw8
RXXPdE&list=PLdMYeRRM4zCOfLK5EdBekIJb
lBYkENFqe&index=3

http://bim-design.com/rug/library/
https://www.youtube.com/watch?v=S-U8d4IPp7c&list=PLdMYeRRM4zCOfLK5EdBekIJblBYkENFqe&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=Z_vw8RXXPdE&list=PLdMYeRRM4zCOfLK5EdBekIJblBYkENFqe&index=3


▪ 属性情報付与
▪ 機器名、メーカ名など入力

▪ 接続情報付与（Inventor or Revitどちらでも可）

▪ BIM/CIMコンテンツ出力
▪ .RFA・・・Revitファミリー(バージョンはInventorと同じ)

▪ .IFC・・・IFC2ｘ3

▪ .ADSK・・・受け側のRevitのバージョンが古い場合

InventorからBIM/CIMコンテンツ出力
～Revitファミリー出力～



IFCにもRFAにも両方対応

データが重たい

データが軽い
Revitでパラメトリック設定可能

IFC:1.03MB
（約2.6倍）

Revit/rfa:396KB



ファミリー作成における作業範囲

⑧メンテナンススペース

①機械/機器の形状
（3Dモデルの簡略化/軽量化）

③電源/接続口の配置

②属性情報/パラメータ
(数値＆文字情報)

⑦共有パラメータ（集計できるもの）

⑥形状変更可能なパラメータ

④ホスト＝取りつく(壁に窓が取りつくなど)

③電源/接続口の配置

②属性情報/パラメータ

①機械/機器の形状(単純形状)

電源/接続口の配置

メンテナンススペース

赤色破線：Inventorでしかできない事

青色破線：Revitでしかできない事

⑤テンプレート選択

簡略化のコツ/ダイレクト編集

表示有無設定
iLogicによるExcelデータの利用



他とは違う！

Inventorから出力されたRFA データ欠落や不要な要素あり

メッシュファイルのため
データが重たい
サイズ変更不可
属性/接続情報無

寸法・組付違い

軽量で属性&接続情報あり
構成やサイズ変更※が可能

フリーフォーム要素に変更可能
(※別途Revitにて可変設定必要)

属性情報

「オートデスクに
よって開発または
認証されたアプリ
ケーションではな
いようです」警告

Inventor以外で作成されたデータ

接続情報

ファイル容量：
854KB
(約2.2倍)

ファイル容量：
396KB

(データや操作が重たくなる)

※変換イメージ



▪ Inventor からRevit（.rvt）ファイル
へのエクスポート機能が追加

▪ 簡略化コマンドでRevitでの設計に
必要なコンポーネントとフィーチャ
のみを含んだRVTモデルを作成

▪ Inventorの変更をRevit (.rvt)に容易
にエクスポート

▪ プロパティパネル中の「更新を有効
化」をONにすると、Inventorブラ
ウザにRevitエクスポートフォルダ
が追加されるため、更新や設定変更
を容易に実施可能

InventorからRevitプロジェクト (.rvt)出力
～Inventor2022新機能～





BIM/CIMの事ならオートデスクにおまかせ！

なぜInventorなのか？

既存2D/3Dデータの
有効活用

既存2D DWGや、3Dデータから
BIM,CIMデータ作成

IFCもRFAも両対応
IFCよりRFAの方が軽い

可変可能なRevitファミリー※

(※別途Revitにて可変設定必要)

データの軽量化
Inventorの強力な形状の簡略化機能

（シュリンクラップ）

RVTも対応※

(※Inventor2022対応予定)



オートデスク 土木・インフラ向けサイト BIM-Design
http://bim-design.com/infra/

BIM/CIM関連セミナー・イベント情報
製品別トレーニングテキスト・データセット
製品別操作動画、ユーザ事例など情報満載

トレーニングテキスト・データセット 参考手順（動画）

Inventor

http://bim-design.com/infra/training/infraworks.html


http://bim-design.com/infra/event/

BIM/CIMのためのInventorの利用方法(初級編)
BIM/CIMのためのInventorの活用方法(実践編)

数日中にオンデマンドで配信予定
説明資料およびアンケートでいただいた質問への回答と併せて
公開します。

今後の オートデスク 無料 オンラインセミナーのご紹介

BIM/CIM 事例セミナー
■ 第1回 アサヒコンサルタント
■ 第2回 TOKU PCM
■ 第3回 昭和土木設計

オートデスク機能紹介セミナー
■ AutoCAD LTからのステップアップ！初心者向けCivil3D活用

講座 全5回
■ 初心者向け InfraWorks 活用講座 全4回
■ Revitによる土木構造物作成講座 全4回
■ 点群データ活用や写真からモデル作成まで、ReCapを使いこなす

応用技術操作説明セミナー
■ Civil3D／InfraWorks／Revit／Dynamo

オートデスク事例セミナー（Autodesk University 2020）

オンデマンドセミナー 30種類以上

http://bim-design.com/infra/event/
https://gems.autodesk.com/IW_20201216


参考資料
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